
 

 

 

 

 

 

 

～これからのまちづくりに“あったら良いな”を一つずつ実現する～ 

出雲崎の「よろず屋」を立ち上げたい！ 

 

出雲崎町の概要 

 

出雲崎町は、新潟県のほぼ中央に位置し、日本海に面した海あり、山ありの風光明媚な町で

す。町にはさまざまな特色がありますが、その中でも特徴的なもののとして、伝統工芸品である

紙風船があり、現在は国内で唯一の手作り紙風船の製造所が出雲崎町にあります。 

また、海沿いには妻入り建築の町屋が立ち並び、佐渡島を望む景色や大きく見える夕日と相ま

って、出雲崎町の誇るべき財産となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



地域おこし協力隊員の背景と目的～まちの『よろず屋』を立ち上げたい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出雲崎町は、人口約4,000人で新潟県では二番目に人口の少ない自治体です。町の人口推計で

は、令和12年には約3,400人、令和17年には約3,000人と人口が減っていくことが予想されていま

す。 

【人口減少・高齢化に起因する地域の課題等】 

〇農地の荒廃：後継者不足、耕作放棄地の増加 

〇地域活動・集落機能の低下：祭り・行事ごとの減少、空き家の増加、コミュニティ機能の低

下 

〇生活の利便性の低下：通院・通学、買い物等の公共交通の縮小 

〇行財政の縮小・行政サービスの低下：行政職員の手が回らなくなる領域の拡大（一般的には

福祉や教育、窓口業務などは残るが地域振興分野等にかけられる手間が減る。“暮らしを維

持する”ためのサービスは維持されるが“攻め”の自治体運営機能が弱まる。） 

〇町を支える人材の減少：産業の担い手・後継者不足、事業所・商店等の減少 

〇地域内のあきらめ感：地域に住み続ける意味や価値を見失い、地域の未来に対してあきらめ

に近い気持ちが町民を覆う。 

 

―出雲崎に必要な“よろずサービス”― 

出雲崎のような小さな自治体で、人口が減り行政サービスが低下するなかでも町民の暮らしを

守り、出雲崎をより良くしていくためには、行政と町民が連携した新しい仕組みが必要と考えて

います。 



それが『出雲崎のよろず屋』です。 

現在、出雲崎町内には、「NPO法人ねっとわーくさぷらい」が草刈り、送迎サービス、除雪な

ど、町民の暮らしを守るための活動に取り組んでいます。 

これらの活動に加え、出雲崎をさらにより良くするための活動を担う「出雲崎『まちのよろず

屋』」を立ち上げたいと考えています。 

まちのよろず屋は、 

〇行政では対応が難しいきめ細かいサービス（町外に向けた発信、関係人口創出、移住相談対

応、ふるさと納税、空き家利活用等） 

〇地域内の商店や事業所等が手薄になりがちな作業（情報発信、デザイン等）や地域の事務代行 

〇ちょっとしたデザイン・撮影・ライティングなど、商店や住民の“こんなことを手伝ってくれ

るとありがたい”をサービスとして提供 

など、年々手薄になる行政サービスを補完しつつ、町内で不足するサービス等を積極的に行う

組織体の設立を目指しています。 

私たちは「まちのよろず屋」を単なる町役場の下請け組織にしないようにするため、様々なア

イディアやスキル経験等を持つ方の参画を求め、今回「まちのよろず屋」を一緒に立ち上げてく

れる地域おこし協力隊を募集します。 

 

地域おこし協力隊と一緒に取り組みたいこと 

よろずサービスの試行 

私たちが考える「まちのよろず屋」は様々な役割を果たします。まずは地域おこし協力隊の

“得意”を活かしたサービスを中心に、よろずサービスをスタートしたいと考えています。 

具体的には 

〇空き家利活用（調査、空き家バンク登録者の確保等） 

〇町外への発信、外部人材受入、移住希望者対応 

〇ふるさと納税アップに向けた返礼品開拓や情報発信 

などの行政保管サービスを皮切りにまずは出来ることから＋地域おこし協力隊が得意なこ

と・やってみたいことを掛け合わせて活動をスタートしたいと思います。これらの活動を通じ

て町内の商店・事業所や町民の需要把握、提供サービスの検討などを進めたいと思います。 

単に町から言われたとおりにやっていただくのではなく、そこに自分なりのアレンジ・創意

工夫、アイディアを出し合いながら一緒に進めていければと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 



出雲崎町役場担当者からのメッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出雲崎町総務課地域政策室の小林純さん（左）、産業観光課の小黒修さん（右） 

 

（担当者の小林さんに話をうかがいました） 

―まちの『よろず屋』として様々なサービスを提供するというのはなかなか面白いですね。 

これから5年後・10年後の出雲崎町の姿を考えた時、今まさに町内の様々な課題などに取り組

める組織が必要だと思いました。 

県内でも中間支援組織というかたちで市民活動を支援したり、地域の活性化に向けて取り組む

団体が見られますが、小さな町である出雲崎町の場合、行政と町民の間に立って住民活動をサポ

ートする中間支援組織よりも、さらに踏み込んで地域で不足するサービスを提供できる仕組みが

必要だと感じています。 

一般的に“便利屋”というと家の片付けとか、不用品の処分、害虫駆除とかそういったサービ

スを提供する業者さんが多く見られますが、ここで言う「まちのよろず屋」は肉体労働というよ

りは少しクリエイティブなサービスを提供するようなイメージです。そういった意味ではあまり

他では例がないような新しい取組にチャレンジすることになります。 

 

―考え方は非常にわかるのですが、具体的に地域おこし協力隊はどんな活動を行うんでしょう

か？ 

既に町役場の中で対応しきれなくなっている業務があります。例えば移住促進とか空き家の問

題とか、情報発信とか…。まずはこれらの業務の中から、地域おこし協力隊になっていただく方



の特技やチャレンジしてみたいことをベースに一緒に活動を組み立てていきたいと思います。で

もまだ抽象的ですね（笑）。 

同時に、町内にも色々な需要があると思いますので、それをどう掘り起こすかということもや

っていきたいと考えています。 

 

―地域おこし協力隊にはどんなことを期待していますか？ 

私たちもこの「まちのよろず屋」というものがどのように具体化していけるのか、やりながら

都度都度軌道修正して進めていくというのが実態です。こちらが活動のレールを用意するという

ことではなく、一緒にアイディアを出し合ったり、進め方を議論したり、地元の商店や事業所、

住民の方達に積極的に関わりながら需要を掘り起こしたり、また出来ることから動き出したり

と、“ゼロからのイチ”を立ち上げることに一緒にチャレンジしていただける方に地域おこし協

力隊として参画してもらえると嬉しいですね。 

さらに理想を言えば、人が減ったり町に活気がなくなってくると、町内に“あきらめ感”とい

うものが漂い始めます。このよろず屋の活動を通じて、出雲崎もまだまだ捨てたもんじゃない！

もう少し頑張ってみようというような前向きな雰囲気が町内につくれると良いかなと思います。 

 

地域おこし協力隊のサポート体制について 

 

地域おこし協力隊は、いまや全国で6,000人を超える人たちが活動しています。任期終了後に

は約6割の隊員が同じ地域に定住しています。一方である調査では、協力隊になった人の約3割は

1年未満で退任しているというデータもあります。特に1年目の協力隊員の方の悩みとしては、

「地域との関係性」「行政との関係性」という人間関係が挙げられています。 

このため出雲崎町では、外部人材の受入のコーディネート機関として多くの実績がある「にい

がたイナカレッジ」と連携し、地域との関係性づくりや活動の進め方、町での暮らしのことを相

談するミーティングを定期的に設け、地域おこし協力隊の皆さんをサポートしていきます。 

他の市町村と比べると出雲崎町は地域おこし協力隊の受入実績が少なく、完璧に整った受入体

制ではないかもしれませんが、町の職員やにいがたイナカレッジなどの関係者と共に、悩んだり

考えながら活動を進めていきたいと思います。 

 

 

 

 

 



出雲崎町の地域おこし協力隊の特徴 

 

・これをやってくださいという明確なレールがある訳ではなく、ゼロからイチを関係者と一緒

に立ち上げる活動になります。 

・業務も大切ですが、同時に出雲崎の暮らしを楽しむことも大事にして活動していただきま

す。 

・役場から車で10分も走れば、町内のどこにでも行けるほどの小さな町です。 

・小さな役場なので、町の職員とも深い関係を築くことが出来ます。 

 

こんな方におススメ 

 

・与えられた仕事をこなすという事だけではなく、自ら切り開いてくチャレンジ精神がある方 

・町民の人たち、商店や事業所の方達の話を丁寧に聞くことができる方（聞き上手） 

・好奇心旺盛に楽しもう！という気持ちを持っている方 

・地方の暮らしに興味がある、実践してみたい方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


